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(57)【要約】
【課題】使用者にとって最適な推奨温湿度に加えて、設
定可能な温湿度範囲を算出して表示することのできる空
気調和機を提供する。
【解決手段】空気調和機は、リモコンからのデータを受
信する受信部１と、受信データに基づき運転を制御する
制御部２と、各センサの検知情報や運転時間等から推奨
温湿度、設定温湿度範囲を算出して決定する負荷演算部
３と、決定した推奨温湿度、設定温湿度範囲等のデータ
を前記リモコンに送信する送信部４とからなり、リモコ
ン１１は、前記送信部４よりのデータを受信する受信部
５と、前記受信部１へデータを送信する送信部６と、前
記受信部５で受信した推奨温湿度を表示する推奨温湿度
表示部７と、設定温湿度を表示する設定温湿度表示部８
と、入力された値から、設定温湿度の範囲を決定する設
定部９とでなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和機本体は、リモコンからのデータを受信する受信部と、受信したデータに基づ
いて運転を制御する制御部とを備え、
前記制御部は、室外温度と、室内温度と、室内熱交換器の温度と、圧縮機の回転数に基づ
いて、室内環境に推奨される推奨データとして推奨温度及びまたは推奨湿度を決定するこ
とを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　空気調和機本体は、リモコンからのデータを受信する受信部と、受信したデータに基づ
いて運転を制御する制御部とを備え、
前記制御部は、室外温度と、室内温度と、室内熱交換器の温度と、圧縮機の回転数と駆動
時間に基づいて、
空気調和機が設定可能な設定可能データとして設定可能温度範囲及びまたは設定可能湿度
範囲を決定することを特徴とする空気調和機。
【請求項３】
　前記本体は前記推奨データ及びまたは設定可能データを前記リモコンに送信する送信部
を備え、前記リモコンは空気調和機本体からのデータを受信する受信部と、前記推奨デー
タ及びまたは設定可能データを表示する表示部を備えたことを特徴とする請求項１または
２に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空気調和機に係り、室内温度及び室外温度とから算出され、運転可能な推奨温
度を表示することにより、消費電力を効果的に節約できる構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機では、例えば、冷暖房運転に際し、検出された室内温度および室外温
度とから推奨温度を算出し、図５（Ａ）で示すように表示して、設定温度が高すぎないか
低すぎないかの判断ができるようにデータを提供するものがあった。（特許文献１参照）
しかし、このように数値を表示する方式では、設定温度と推奨温度との差を直観的に認識
することが難しく、使用者は、自ら設定した温度そのままで運転してしまい、健康面や省
エネルギー運転の観点から好ましくないという問題があった。
【０００３】
　上記課題を解決するため、例えば、特許文献２に開示されているように、空気調和機に
、室内温度を検出する室内温度センサと、室外温度を検出する室外温度センサと、リモコ
ンで設定される設定温度および運転モードを受信する受信部とを設け、前記室内温度セン
サと、室外温度センサと、受信部からのデータに基づいて推奨温度を算出すると共に、図
５（Ｂ）に示すように、推奨温度と、使用者が設定した設定温度との差を認識し易く表示
する表示部を設けた技術が提示されている。これにより、使用者は自分の設定した温度が
推奨温度に比べてどれくらい高いか低いかが一目でわかるので、例えば、冷房運転の際に
、室外温度より異常に低い温度に設定することを避けることができるようになっている。
【０００４】
　しかし、上記のようにして使用者が設定した温度は、運転時の室内の冷暖房負荷、外気
温度、及び在室人数などの諸条件により、設定した温度にならない場合があり、使用者は
、それを知らずに運転が継続される場合があった。
【特許文献１】特開２０００－２４９３８９号公報（第３－４頁、第２－４図）
【特許文献２】特開２００４－２１２０１７号公報（第２－４頁、第１－３図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　本発明は、上記した問題点に鑑み、使用者にとって最適な推奨温度に加えて、室内の負
荷、外気温、在室人数などの諸条件により、設定可能な設定温度範囲を算出することので
きる空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、空気調和機本体は、リモコンからのデータを受信する受信部
と、受信したデータに基づいて運転を制御する制御部とを備え、前記制御部は、室外温度
と、室内温度と、室内熱交換器の温度と、圧縮機の回転数に基づいて、設定可能な設定温
度範囲を算出する構成となっている。
【発明の効果】
【０００７】
　最適な推奨温度に加えて、室内の負荷、外気温、在室人数などの諸条件により、設定可
能な設定温度の範囲を表示することにより、健康面や省エネルギー運転に寄与する空気調
和機とすることができるようになっている。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態を、添付図面に基づいた実施例として詳細に説明する。
【実施例１】
【０００９】
　図１は本発明による空気調和機の制御系の構成を示すブロック図であり、図２は動作を
説明するための概略フローチャートである。図３はリモコンの表示例を示す外観図であり
、図４は詳細フローチャートである。
【００１０】
　本発明による空気調和機は、図１に示すように、空気調和機本体１０と、これに付属さ
れたリモコン１１とからなっている。前記空気調和機本体１０は前記リモコン１１からの
データを受信する受信部１と、受信したデータに基づいて空気調和機の運転を制御する制
御部２と、室内温度及び室外温度を検出する各センサからの情報に基づいて、室内の推奨
温度を算出するとともに、運転時間等により負荷を計算して、設定可能な設定温度の範囲
を決定する負荷演算部３と、同負荷演算部３により決定した推奨温度、設定温度の範囲等
のデータを前記リモコン１１側に送信する送信部４とで構成されている。
【００１１】
　一方、前記リモコン１１は前記空気調和機本体１０の送信部４よりのデータを受信する
受信部５と、前記受信部１へデータを送信する送信部６と、前記受信部５で受信した設定
温度の範囲内に、使用者の設定した設定温度が在るか否かを判断する設定部７と、前記受
信部５で受信した推奨温度及び設定温度を表示する設定温度表示部８とで構成されている
。
【００１２】
　以上の構成において、次に、本発明による空気調和機の制御の概要について説明する。
図２で示すように、リモコン１１及び空気調和機本体１０に電源が投入されると、まず、
図示しない各センサにより室内温度が検出され（ＳＴＥＰ１６）、続いて室外温度が検出
されるようになっている（ＳＴＥＰ１７）。使用者が、前記リモコン１１の操作部を操作
することにより設定温度、運転モード、風量等が設定されると、これら、前記リモコン１
１の設定部９に於いて設定された運転モード、風量、設定温度が表示部に、例えば図３で
示すように表示されると同時に、送信部６よりデータが空気調和機本体１０に送信される
（ＳＴＥＰ１８）。空気調和機本体１０ではこれらのデータが受信部１を介して制御部２
に送られ、これらのデータに基づいて空気調和機本体１０の運転が決定される。その後、
図示しない各センサの検出が終了した時点で、負荷演算部３により、現在の運転モードに
おける推奨温度と設定可能な設定温度が算出されるようになっている（ＳＴＥＰ１９）。
算出された推奨温度、設定可能な設定温度は制御部２より、送信部４を介してリモコン１
１側に送信されるようになっている。尚、推奨温度、設定温度の算出の際、予め設定テー
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ブルを設けていてもよいし、あるいは、予め試験で決めた式に基づいてもよい。
【００１３】
　リモコン１１側では受信部５を介して受信した推奨温度、設定可能な設定温度のデータ
に基づいて、推奨温度、設定温度を温度表示部に表示する（ＳＴＥＰ２０）。この際、設
定部９により使用者から設定された設定温度が設定可能範囲を逸脱していれば、その旨が
、表示している設定温度の値を点滅させたり、ブザーを鳴らすことにより、使用者に知ら
せるようになっている。
【００１４】
　その後、一定時間毎に運転状態、運転開始後の経過時間、各センサからの情報等を参照
して、負荷演算部３が現在の運転モードで、最適と思われる推奨温度と、空気調和機本体
１０の能力により到達可能な設定温度を決定して、制御部２は送信部４を介してリモコン
１１側に送信するようにしている。
【００１５】
　次に、制御手順について具体的な数値を挙げて説明する。図４のフローチャートで示す
ように、冷房運転の場合、前記制御部２により、まず設定可能最高温度が３０°Ｃに、設
定可能最低温度が１８°Ｃに、推奨温度が２８°Ｃに夫々設定されるようになっている（
ＳＴＥＰ１）。これらの値は、前回の運転内容等から、快適性を損なわない範囲でデータ
ベースに初期値として設定された値である。冷房運転開始の信号が受信され（ＳＴＥＰ２
）、冷房運転が一定時間継続されると、次に、運転時間が６０分以上経過したかどうかが
検出されるようになっている（ＳＴＥＰ３）。運転継続時間の６０分以上の検出は、室内
環境の熱負荷を検出するためのマスク時間である。続いて、温度再判定までのマスク時間
として前回の判定より１０分以上経過したかどうかが検出され（ＳＴＥＰ４）、そうであ
れば、室外熱交換器及び室内熱交換器の温度が検出されるようになっている（ＳＴＥＰ５
）。これにより、冷房運転に対する負荷が検出されるようになっている。次に、設定可能
最高温度が室外温度より高いかどうかが比較され（ＳＴＥＰ６）、設定可能最高温度が室
外温度より低い場合は、設定可能最高温度は室外温度と同一温度に設定されるようになっ
ている（ＳＴＥＰ７）。これは、室内温度が室外温度より高い場合、換気運転で室内を下
げることが可能であり、その場合は、設定可能最高温度は室外温度まで低下させられるよ
うになっている。
【００１６】
　設定可能最高温度が室外温度より高い場合は、設定温度に対し室内温度が２°Ｃ以上高
い状態が１時間以上経過したかが検出されるようになっている（ＳＴＥＰ８）。そうでな
い場合は設定可能最低温度は、室内温度と同一となるように設定されるようになっている
（ＳＴＥＰ９）。これは、室内の熱負荷が大きく、目標温度に容易に達しないような場合
、あるいは達するまでに、かなりの時間を要する場合、無駄なハイパワー運転を行わない
ようにするためである。
【００１７】
　次に、圧縮機の吐出温度が１００°Ｃ以上であるかどうかが検出されるようになってい
る（ＳＴＥＰ１０）。圧縮機の吐出温度が１００°Ｃ以下である場合は、設定可能最低温
度は１°Ｃ高くなるように設定され（ＳＴＥＰ１１）、１００°Ｃ以上の場合は、推奨温
度は設定可能最高温度と同一となるように設定されるようになっている（ＳＴＥＰ１２）
。これは、冷媒不足や、熱負荷が高い場合、容易に設定温度に達しないため、設定可能最
高温度を下げるものである。
【００１８】
　続いて推奨温度が２８°Ｃ以上かどうかが検出され（ＳＴＥＰ１３）、そうでない場合
は、推奨温度は２８°Ｃに設定されるようになっている（ＳＴＥＰ１４）。推奨温度が２
８°Ｃ以上の場合は、設定温度範囲内での推奨温度が出力されるようになっている（ＳＴ
ＥＰ１５）。続いて制御手順は、ＳＴＥＰ４に戻るようになっている。
【００１９】
　以上、説明した制御手順により、使用者は、表示されている推奨温度を参考にして、変
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【００２０】
　なお、設定可能な設定温度の範囲の表示方法としては、使用者がその範囲を超えた値を
入力しようとしても、これを表示しないようにする方法や、その数値を点滅表示すること
により使用者に知らせる方法などが考えられる。
【００２１】
　また、推奨温度の表示方法としては、図３に示すように、設定温度とは別に推奨温度表
示部を設ける方法と、推奨温度表示ボタンを設け、同ボタンにより、設定温度と、推奨温
度とを切り換えるようにしてもよい。
【００２２】
　また、本実施例では空気調和機本体１０側の負荷演算部３により、推奨温度と設定温度
範囲を決定するようにしたが、空気調和機本体１０側で得られた各種データをリモコン１
１側に送信して、リモコン１１側で推奨温度と設定温度範囲を決定するようにしてもよい
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明による空気調和機のブロック図である。
【図２】本発明による空気調和機の動作を説明する概略フローチャートである。
【図３】本発明によるリモコンの表示例を示す概観図である。
【図４】本発明による空気調和機の制御の第一実施例を示すフローチャートである。
【図５】従来の空気調和機の表示例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２４】
　１　受信部
　２　制御部
　３　負荷演算部
　４　送信部
　５　受信部
　６　送信部
　７　設定部
　８　推奨温度、設定温度表示部
１０　空気調和機本体
１１　リモコン
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